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新津高校同窓会ホームページ開設しました

2020年度 同窓会総会
中止のお知らせ

　2020年６月21日（日）に予定しておりました新津高等学校

同窓会総会は、新型コロナウイルス感染症拡大の状況を受

け、同窓会運営委員会で、会員の皆様をはじめとした関係

各位の健康と安全を第一に協議した結果、中止を決定いた

しました。

　お忙しい中、ご予定いただいていた方も多いと思います。

また、本来であれば同窓会総会にて、皆様に「昨年度の活

動報告（決算を含む）」と「今年度の活動予定（予算を含む）」

をご承認いただくべきところですが、同窓会運営委員会で

の承認をもって、総会での承認に代えさせていただくこと

をご理解いただきますようお願い申し上げます。

同　　　窓　　　会　　　報（1）第 46 号 令和２年４月 30 日

発　行　者

新潟県立新津高等学校

同　窓　会

新潟市秋葉区秋葉1-19-1

電話（0250）22-1920㈹

責任者

印刷所　阿部印刷㈱

同窓会長
　石川　幸夫

 

ご 

挨 

拶
 

御 

挨 
拶

新
津
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　

会　

長　

石　

川　

幸　

夫

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ

と
と
、
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
と
、
元
号
が
変
わ
っ
て

か
ら
、
初
め
て
の
同
窓
会
報
を
、

お
届
け
す
る
今
日
を
迎
え
、
こ

こ
ま
で
、
同
窓
会
と
、
母
校
に
、

皆
様
の
御
理
解
と
、
御
支
援
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
来
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
」
と

い
う
経
験
の
な
い
国
難
を
受
け
、

い
さ
さ
か
日
本
中
が
混
乱
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
同
様
の
こ
と
と
御

推
察
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」

の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
単
に
、
政

治
、
経
済
活
動
、
文
化
活
動
、

医
療
生
命
活
動
を
分
断
す
る
以

上
に
、
友
情
、
愛
情
、
思
い
や

り
等
々
、
人
類
の
基
本
的
な
連

帯
を
分
断
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

残
念
な
が
ら
現
在
の
事
情
か

ら
、
今
年
六
月
の
同
窓
会
総
会

開
催
を
諦
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

何
卒
、
皆
様
の
御
理
解
を
心
よ

り
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
あ
る
意
味
で
、
今
回
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
は
、

人
類
の
試
金
石
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
」
の
回
復
は
、

幾
分
の
時
間
が
か
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
超
え
て
人
類

は
、
今
ま
で
の
政
治
、
経
済
、

そ
し
て
文
化
活
動
、
家
族
、
愛
、

民
主
主
義
、
全
て
の
面
で
新
し

い
価
値
観
を
創
り
出
さ
な
け
れ

な
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

ペ
ス
ト
の
後
に
も
「
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
が
花
開
き
ま
し
た
。

こ
の
災
難
が
、
人
類
の
新
し
い

知
恵
と
生
き
方
を
創
り
出
す
こ

と
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
来
年

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
に
、

母
校
は
記
念
す
べ
き
一
〇
〇
周

年
を
迎
え
ま
す
。
母
校
は
こ
の

一
〇
〇
年
間
の
間
、
三
五
、

〇
〇
〇
名
の
有
為
な
人
材
を
、

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
に
輩

出
し
、
世
界
の
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
、
と
、
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
一
〇
〇
周
年
を
、
同
窓

会
、
生
徒
、
生
徒
父
兄
、
学
校

関
係
者
、
地
元
の
皆
様
と
共
に
、

記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
記
念

事
業
、
祝
賀
会
を
、
盛
大
に
挙

行
し
、
更
な
る
母
校
の
発
展
を
、

期
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

式
典
と
記
念
講
演
は
母
校
で

行
い
、
祝
賀
会
は
会
場
の
関
係

で
新
潟
の
ホ
テ
ル
で
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
こ
の
一
年
間
、
学

校
関
係
者
、
生
徒
、
生
徒
父
兄
、

教
師
の
皆
様
と
、
何
度
も
打
合

せ
し
、
生
徒
の
将
来
の
為
、
生

徒
の
勉
学
に
寄
与
す
る
、
と
、

い
う
こ
と
で
、
全
学
年
、
全
ク

ラ
ス
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機

能
を
持
つ
電
子
黒
板
を
、
寄
贈

す
る
こ
と
を
、
決
定
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
の
学

習
環
境
は
、
著
し
く
向
上
し
、

学
力
向
上
の
基
に
な
る
と
、
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
費
用

は
、
一
、
六
〇
〇
万
円
程
か
か

り
、
他
に
記
念
誌
、
記
念
講
演
、

全
同
窓
会
員
同
窓
会
報
発
行
×

二
回
、
他
経
費
を
入
れ
る
と
、
二
、

五
〇
〇
万
円
の
事
業
費
が
か
か

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対

し

て
、

同

窓

会

積

立

金

は

三
二
〇
万
円
程
度
で
、
そ
こ
か

ら
先
は
、
皆
様
の
寄
付
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
辺
り
を
、
御
理
解
頂
き
、

一
口
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
御

寄
付
を
、
心
よ
り
、
御
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

母
校
に
と
っ
て
、
一
〇
〇
周

年
は
、
記
念
す
べ
き
一
大
事
業

で
あ
り
、
こ
れ
を
通
し
て
私
共

は
、
更
な
る
母
校
の
発
展
、
そ

し
て
地
域
の
発
展
は
も
と
よ
り
、

国
家
の
発
展
を
、
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

御
一
人
、
御
一
人
、
秋
葉
山

の
母
な
る
自
然
の
ぬ
く
も
り
の

中
で
過
ご
さ
れ
た
、
学
窓
の
三

年
間
を
、
思
い
起
こ
し
て
頂
き
、

更
な
る
未
来
に
向
け
た
将
来
の

新
津
高
校
の
発
展
に
向
け
て
、

御
力
を
頂
き
た
い
と
心
よ
り
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
創
立
一
〇
〇
周
年
事
業

が
、
同
窓
会
の
皆
様
と
皆
様
を

取
り
巻
く
世
界
に
、
新
し
い
希

望
の
旅
立
ち
を
約
束
し
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
皆
様
の

御
支
援
と
御
協
力
を
重
ね
て
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
と
御
家
族
の
皆
様
の
御

健
勝
を
心
よ
り
御
祈
り
し
て
お

り
ま
す
。
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総会で役員変更がなされる場合があります。 新津支部は、 今後選出予定です。

　新津高校創立100周年記念事業の１つとして、同窓会ホームページを令和２年４月１日
に開設しました。これにより、今まで皆様方への情報は、 年１会発行の同窓会報のみでし
たが、 パソコン、スマートフォンで、いつでも、いかなる場所でも同窓会の情報を見るこ
とができるようになり、同窓会をより身近に感じることができればと思っております。
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新
津
高
校
同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
、
本
校
の
教
育
活

動
に
対
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
伝
統
あ
る
本

校
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
常
に
、

礼
儀
正
し
く
、
何
事
に
も
真

摯
に
向
き
合
う
生
徒
の
姿
勢

に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
を

抱
い
た
一
年
で
し
た
。

 
 

そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様

も
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
全
国

の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
に
お
い
て
、
本
年
三
月

か
ら
、
臨
時
休
業
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
校

で
は
、
卒
業
式
に
は
、
来
賓
・

在
校
生
は
参
加
せ
ず
、
卒
業

生
・
保
護
者
・
職
員
の
み
で

の
挙
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
二
七

二
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

向
か
っ
て
、
力
強
く
本
校
を

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
在
校
生

に
も
、
学
力
を
維
持
す
る
べ

く
、
適
切
適
量
な
課
題
を
与

え
、
計
画
的
に
家
庭
学
習
に

取
り
組
む
よ
う
、
指
導
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
未
曾
有

の
事
態
に
際
し
、
生
徒
に

は
、
前
向
き
に
乗
り
越
え
て

も
ら
い
、
逆
に
、
今
後
の
糧

に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
今
春
の
卒
業
生
の

進
路
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

国
公
立
大
学
合
格
に
つ
い

て
は
、
五
年
ぶ
り
に
一
〇
九
名

と
一
〇
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
私
立
大
学
に
関
し
て

は
、
延
べ
で
四
二
二
校
に
合
格

し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
来
の

進
路
実
績
と
比
べ
て
も
、
大

変
善
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、

生
徒
は
好
結
果
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
運
動
部
で
は
、

新
潟
県
総
合
体
育
大
会
で
、

少
林
寺
拳
法
部
が
、
男
子
組

演
武
五
位
、
単
独
演
武
八
位

と
な
り
北
信
越
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国

選
抜
大
会
県
予
選
会
で
、
男

子
組
演
武
が
二
位
と
な
り
、

さ
ら
に
団
体
演
武
で
は
見
事

優
勝
を
果
た
し
全
国
大
会
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弓
道
部
は
北
信
越

高
校
新
人
大
会
に
お
い
て
、

団
体
男
子
が
ベ
ス
ト
８
に
な

り
、
個
人
に
お
い
て
は
二
年

生
男
子
が
個
人
優
勝
を
し
ま

し
た
。

　

文
化
部
で
は
、
昨
年
八
月

に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
お

き
ま
し
て
、
書
道
部
の
三
年

生
女
子
が
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
囲
碁
・
将
棋

部
で
は
、
一
年
生
女
子
が
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
ま
し
た
。

　

元
来
、
本
校
は
、
文
武
両

道
を
掲
げ
、
「
學
ぶ
は
髙
き

人
の
道
」
を
校
是
と
し
て
い

ま
す
が
、
ま
さ
に
生
徒
は
、

日
々
、
学
習
に
も
部
活
動
に

も
、
精
一
杯
取
り
組
み
、
持

て
る
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
い
ま
す
。
そ
の
頼
も
し
さ

や
力
強
さ
に
は
、
同
窓
の
先

輩
方
の
姿
勢
を
脈
々
と
受
け

継
い
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

本
校
は
、
よ
り
一
層
の
飛

躍
を
遂
げ
る
た
め
、
大
学
の

新
入
試
制
度
へ
の
対
応
、
行

事
の
見
直
し
・
精
選
、
授
業

改
善
、
部
活
動
改
善
等
に
注

力
し
て
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
か
ら
選
ば

れ
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
構

築
す
る
た
め
努
力
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
生
徒
諸
君
が
、

高
校
生
活
の
三
年
間
の
中

で
、
明
る
く
、
た
く
ま
し
く

成
長
し
、
夢
を
実
現
で
き
る

学
力･

体
力･

し
な
や
か
な

人
間
性
を
身
に
つ
け
、
そ
し

て
、
自
分
の
大
切
さ
と
、
他

の
人
の
大
切
さ
を
認
め
、
協

力
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
故
に
、
勉

強
も
部
活
も
頑
張
り
た
い
生

徒
を
応
援
し
、
「
し
な
や
か

な
心
」
と
「
あ
た
た
か
い
心
」

を
合
わ
せ
持
つ
生
徒
を
育

て
、
「
し
な
や
か
で
、
あ
た

た
か
い
進
学
校
」
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
新
津
高
校
の

百
周
年
記
念
事
業
計
画
も

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

充
実
し
た
百
周
年
記
念
事
業

を
実
現
す
る
に
は
、
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
支
援
が
不
可
欠

で
す
。
何
卒
、
物
心
両
面
の

ご
協
力
を
、
再
度
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
教
職
員
は
、
こ
れ

か
ら
も
生
徒
の
自
己
実
現
を

応
援
し
、
叶
え
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。　

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後

と
も
母
校
新
津
高
校
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
た
く

存
じ
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様

か
ら
の
熱
き
エ
ー
ル
が
、
在

校
生
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励

み
と
な
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新潟県立新津高等学校　同窓会
NIITSU HIGH SCHOOL REUNION



母
校
だ
よ
り

令和元年度　上位大会へ進出した部

進

学

状

況

（同窓会では、県大会より上位の大会に出場した母校
 の部に対して激励費をお渡ししています。）

少林寺拳法部（令和元年６月）新潟市

　第7回北信越地区少林寺拳法大会

　１年　小野塚　曜（男子単独演武）

　２年　渡邊　人太・滝沢　　翔（男子組演武）

書道部（令和元年７月）唐津市

　第43回全国高等学校総合文化祭書道部門

　３年　薄葉　美月

囲碁将棋部（令和元年７月）佐賀県江北町

　第43回全国高等学校総合文化祭

　１年　堀内　優希

陸上部（令和元年10月）新潟市

　第24回北信越新人陸上競技大会

　２年　佐藤　広実（男子400ｍ）　渡邊　　賢（男子100ｍ)

　　　　目黒　心生（男子走高跳）金子　亜美（女子やり投げ)

弓道部（令和元年11月）射水市

　第９回北信越高等学校弓道新人大会

　男子団体　２年　小林　知心・羽角　健太・高橋　雄斗

　　　　　　　　　風間　秀人・塚野　稜生

　男子個人　２年　風間　秀人

囲碁将棋部（令和２年２月）福島市

　第28回全国高等学校文化連盟囲碁将棋新人大会

　１年　堀内　優希

少林寺拳法部（令和２年３月）善通寺市（コロナのため中止）

　第23回全国高等学校少林寺拳法選抜大会

　男子自由演武　　２年　渡邊　人太

　　　　　　　　　１年　小野塚　曜　

　男子規定組演武　２年　高橋　優太・横山　陽向

　男子団体　２年　渡邊　人太・石本　倖太・滝沢　　翔

　　　　　　１年　小野塚　曜・高橋　優太・横山　陽向・淺井　浩之

弓道部（令和２年３月）岐阜市（コロナのため中止)

　第16回中日本高等学校弓道大会

　男子団体　２年　小林　知心・羽角　健太・高橋　雄斗

　　　　　　　　　風間　秀人・塚野　稜生

　　　　　　１年　笠原　洸太・窪田　真

同　　　窓　　　会　　　報令和２年４月 30 日 第 46 号（2）

　

同
窓
会
入
会
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度　

学
年
幹
事

吉　

田　
　
　

桂　

　

こ
の
度
、
同
窓
会
学
年
幹

事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
吉
田

桂
で
す
。
も
う
す
ぐ
新
津
高

校
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
長
く
続
く
歴
史
と
、

伝
統
あ
る
同
窓
会
の
一
つ
の
学

年
幹
事
を
任
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

新
津
高
校
に
入
学
し
、

あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で

し
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

三
年
間
を
自
分
な
り
に
思
い

返
し
て
み
ま
し
た
。
真
っ
先

に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、「
人

の
繋
が
り
」
で
す
。
私
事
に

な
り
ま
す
が
、
三
年
次
は
生

徒
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
会

活
動
の
中
で
、
先
述
の
「
人

の
繋
が
り
」
を
多
く
の
場
面

で
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
行
事
の
一
つ
に
し

て
も
、
授
業
の
一
つ
に
し
て

も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
は
人
で
す
。
一
人
で
は
で

き
な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
、

仲
間
と
協
力
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
繋
が
り
を

改
め
て
認
識
で
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
人

生
の
財
産
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
回
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
ら
れ
、
同
窓
会

と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、

役
割
は
何
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
自
分
な
り
に
考
え
て
み

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
世
代
間

の
架
け
橋
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
た
り
前
な
こ
と
だ
と
言
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
が
、
最
も
相
応
し
い
と

思
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は

世
代
間
の
直
接
的
な
関
り
が

あ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ

と
が
架
け
橋
の
要
で
あ
る
の

で
す
。
伝
統
は
何
万
も
の
卒

業
生
が
作
り
あ
げ
て
き
た
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
々

の
先
生
方
、
周
辺
地
域
の
方

な
ど
、
新
津
高
校
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

　

冒
頭
に
、
人
の
繋
が
り
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
今
、

こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
も
、

数
多
く
の
卒
業
生
の
方
が
遺

し
た
伝
統
の
繋
が
り
に
よ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
伝

統
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
次

の
世
代
へ
渡
す
た
め
に
、
卒

業
生
一
同
、
力
を
発
揮
す
る

所
存
で
す
。
拙
い
挨
拶
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
新
津
支
部

　
　

 　

再
結
成

髙
橋　

健
朗

年　度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R2

在　席 312 279 316 315 275 279 269 275 272 269 272

(クラス数) （8） （7） （8） （8） （7） （7） （7） （7） （7） （7） （7）

大　

学

国公立 68 66 98 79 98 83 72 67 75 49 70

のべ合格数 72 75 113 89 121 103 88 82 88 58 109

私　立 147 143 137 147 120 128 147 154 132 150 154

短 

大

国公立 1 2 0 0 2 1 1 0 2 1 1

私　立 9 6 14 9 12 9 9 9 9 6 6

大学短大計 225 217 249 235 232 221 229 230 218 218 231

進学率（％） 72.1 77.8 78.8 74.6 84.4 79.2 85.1 83.6 80.1 77.3 84.9

専門学校 26 29 34 32 28 25 25 26 22 28 22

合　計 251 246 283 267 260 246 254 256 240 240 253

本校卒業生の上級学校進学状況

＜合格大学＞
就職状況

性別
男 女 計

就職希望者 2 0 2

決 

定 

者

県　内 1 0 1

県　外 1 0 1

計 2 0 2

　

昨

年

度

は
、
七
ク
ラ
ス

（
二
七
二
名
）
が
卒
業
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

国
公
立
大
学
は
、
合
格
実

人
数
が
八
一
名
（
三
〇
％
）
で
、

前
年
度
の
一
八
％
を
上
回
り
、

合
格
延
べ
数
で
も
一
〇
九
名

（
昨
年
度
五
八
名
）
と
、
五
年

ぶ
り
に
合
格
延
べ
数
が
一
〇
〇

名
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
国
公

立
型
の
受
験
者
が
二
六
二
名

と
、
学
年
の
ほ
ぼ
全
員
が
受
験

科
目
を
減
ら
す
こ
と
な
く
受

験
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
難

関
国
公
立
大
学
で
は
、
北
海

道
大
学
・
東
北
大
学
・
一
橋
大

学
・
東
京
外
国
語
大
学
・
筑

波
大
学
な
ど
、
多
く
の
大
学

に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
北

海
道
大
学
と
東
京
外
国
語
大

学
に
各
一
名
が
進
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
富
山
大
学
薬
学

部
に
も
一
名
が
進
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
で
は
新
潟
大

学
に
三
〇
名
、
新
潟
県
立
大

学
に
一
三
名
、
新
潟
県
立
看
護

大
学
、
長
岡
造
形
大
学
、
上

越
教
育
大
学
に
各
一
名
が
進
学

し
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
は
、
全
国
的
な

現
役
志
向
の
高
ま
り
と
入
学

定
員
の
厳
格
化
（
合
格
者
の

絞
り
込
み
）
の
影
響
が
関
東

圏
で
特
に
大
き
く
、
中
堅
私
立

大
学
（
日
東
駒
専
お
よ
び
大

東
亜
帝
国
）
の
合
格
数
は
、
二

年
前
の
半
分
程
度
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
難

関
私
立
大
学
（
早
慶
上
理
、

Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
、
関
関
同
立
）

は
二
四
名
が
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
、
上
位
層
が
健
闘
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
が
始
ま
り
、

今
ま
で
の
「
知
識
・
技
能
」
に

加
え
て
、「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
を
よ
り
重
視
し
た

作
問
・
出
題
が
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
入
試
形
式
が
変
わ
っ

て
も
、
問
わ
れ
る
知
識
の
レ
ベ

ル
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

本
校
生
徒
は
、
自
分
の
夢

に
向
か
い
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。
生
徒
の
夢
の
実
現
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
生
徒
と
と
も
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

進
路
指
導
主
事

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

和
也

　

記
念
す
べ
き
母
校
の
一
〇

〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
我
ら
が
新
津
高
校
同
窓

会
は
『
新
津
支
部
』
の
再
結

成
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
新
津
高
校
も
県
内
の
多

く
の
他
の
高
等
学
校
と
同
じ

く
、
卒
業
生
は
県
内
外
へ
大

き
く
羽
ば
た
い
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
や
が
て
は
社
会

人
と
し
て
み
な
そ
れ
ぞ
れ
生

活
の
場
を
持
つ
わ
け
で
す

が
、
そ
の
多
く
が
新
津
高
校

の
所
在
す
る
新
潟
市
秋
葉
区

（
旧
新
津
市
）
以
外
の
場
所

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
も
や
は
り
地
元
に
残
っ
て

活
躍
を
続
け
る
同
窓
生
も
決

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
新
津
市
が
平
成
の
市
町
村

合
併
に
よ
り
新
潟
市
に
吸
収

さ
れ
、
新
津
と
い
う
地
名
の

存
在
感
も
だ
ん
だ
ん
と
薄

ま
っ
て
い
く
中
に
お
い
て
、

ど
う
し
て
も
新
津
高
校
と
い

う
愛
す
べ
き
母
校
へ
の
想
い

も
、
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
に

な
る
の
は
致
し
方
が
な
い
こ

と
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、

や
は
り
そ
ん
な
母
校
が
記
念

す
べ
き
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
や
は
り
一

番
先
頭
に
立
っ
て
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
応
援
す
べ
き
は
、
地

元
に
残
っ
た
同
窓
生
で
あ
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
石

川
同
窓
会
会
長
の
熱
い
思
い

に
呼
応
す
る
形
で
、
更
に
は

今
ま
で
は
同
窓
会
『
本
部
』

と
い
う
形
で
運
営
さ
れ
て
い

た
部
分
か
ら
あ
え
て
独
立
す

る
と
い
う
意
味
も
含
め
て
、

今
回
の
新
津
支
部
の
再
結
成

は
同
窓
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
比

較
的
年
配
の
ベ
テ
ラ
ン
同
窓

生
が
名
を
連
ね
る
他
の
同
窓

会
支
部
に
対
し
て
、
新
し
い

新
津
支
部
は
是
非
若
い
世
代

の
同
窓
生
を
中
心
と
し
た
支

部
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
同
窓
会
全
体
か
ら
の
期

待
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
若
輩

の
身
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

現
在
新
津
高
校
同
窓
会
の
最

年
少
の
役
員
で
も
あ
る
私

が
、
新
津
支
部
再
結
成
の
旗

振
り
役
と
い
う
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
我
々

同
窓
会
が
母
校
の
一
〇
〇
周

年
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
、
ま
た
一
〇
〇
周
年
以
降

も
同
窓
会
が
ど
の
よ
う
な
組

織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
く

べ
き
な
の
か
に
関
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
部
分

も
多
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
が
、
ま
ず
は
是
非
、
私

と
一
緒
に
新
津
高
校
を
同
窓

生
と
い
う
立
場
か
ら
応
援
し

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
新
潟
市
在
住
）

第
四
十
六
回
卒　
　
　

平
成
六
年

新津支部設立のご案内

北海道大1　北海道教育大1　弘前大1　秋田大2

山形大2　福島大3　群馬大1　埼玉大1　千葉大2

東京外国語大1　東京学芸大1　横浜国立大1

上越教育大1　新潟大30　富山大1　金沢大4

信州大1

名寄市立大1　宮城大1　秋田県立大1　秋田公立美大1　東京都立大2

新潟県立看護大1　新潟県立大40　長岡造形大1　山梨県立大1　都留文科大3

長野大2　長野県立大1

新潟医療福祉大42　新潟薬大20　新潟国際情報大19　新潟青陵大14　新潟工科大9

敬和学園大13　新潟経営大7　新潟産大1　長岡大3　新潟食料農業大5　長岡崇徳大3

開志専門職大1

上智大1　学習院大3　明治大2　青山学院大2　立教大3　中央大5　法政大6

津田塾大3　明治学院大1　立命館大3　日本大23　東洋大11　駒澤大4　専修大5

龍谷大1　工学院大1　東京女子大1　星薬科大2　大東文化大8　東海大20

亜細亜大1　帝京大11　国士舘大3　国学院大1　神奈川大9　東京電機大2

関東学院大5　東邦大2　金沢工大4　東京都市大2　京都橘大2　　　他
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随
筆
を
通
じ
て

長
谷
川　

宗
司

同
級
生
の
皆
さ
ん
、

　

お
元
気
で
す
か
？

吉
井　

宣
仁

新
潟
県
庁
秋
葉
会
の
ご
紹
介

岡　
　

俊
幸

宝
物
を
集
め
た
場
所

小
根
山
（
西
川
）
栄
子

懐
か
し
の
母
校
で

井
上　

綾
夏

新
津
高
等
女
学
校
の
こ
と

本
田 

富
義

挑
戦
の
人
生
は

　
　
　

今
こ
こ
か
ら

二
瓶　

正
之

 

私
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
三
十

七
年
十
七
期
で
し
た
。
晴
れ
や
か

な
思
い
で
坂
道
を
上
り
、
卒
業
時

は
去
り
が
た
い
気
持
ち
で
坂
道
を

下
り
て
き
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
校
門
前
の
坂
道
と
東
門
は

い
つ
も
桜
舞
う
花
道
だ
っ
た
想
い

が
あ
り
ま
す
。

　

坂
道
の
途
中
に
は
時
計
台
が
あ

り
台
座
に
「
学
ぶ
は
高
き
人
の

道
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、

講
座
を
持
つ
に
あ
た
り
、
こ
れ
が

新
津
高
等
女
学
校
の
校
歌
の
一
節

で
創
立
九
〇
周
年
に
校
訓
と
な
っ

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
は
士
農
工
商
の
身
分

制
度
や
儒
教
の
教
え
に
よ
り
階
級

間
や
男
女
間
に
大
き
な
教
育
格
差

が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
政
府
は
全

て
の
人
が
差
別
な
く
等
し
く
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
新
し
い
日
本
の

発
展
に
不
可
欠
と
し
て
国
民
皆
学

を
制
度
化
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

小
学
校
開
設
時
に
は
運
営
資
金
も

校
舎
も
教
科
書
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

も
な
く
先
生
も
い
ま
せ
ん
。
教
員

を
育
成
す
る
新
潟
師
範
学
校
は
男

限
定
で
明
治
七
年
に
開
校
し
女
子

師
範
は
明
治
十
二
年
に
開
校
し
ま

し
た
。
そ
し
て
明
治
三
十
三
年
に

県
立
新
潟
高
等
女
学
校
が
開
校
、

大
正
十
年
に
県
立
新
津
高
等
女
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
一
〇
〇
年

前
の
話
で
す
。
大
正
初
期
に
県
内

各
地
で
高
等
中
学
校
、
高
等
女
学

校
の
誘
致
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
新
津
は
旧
大
庄
屋
桂
家
か
ら

五
千
坪
の
土
地
と
造
成
費
二
万
円

の
寄
付
を
は
じ
め
新
津
の
有
力
者

の
援
助
を
受
け
予
定
を
一
年
早
め

て
開
校
し
ま
し
た
。
設
立
当
初
の

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
大
正
十
三
年
第
一
回
明
治
神

宮
球
技
大
会
で
篭
球
部
が
優
勝
し

全
国
に
新
津
高
等
女
学
校
の
名
を

知
ら
し
め
以
降
伝
統
的
な
強
豪
校

と
な
り
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
下
、
学
徒
動
員
に
よ
る
軍
需
工

場
勤
務
や
食
料
増
産
の
た
め
の
秋

葉
の
開
墾
作
業
な
ど
過
酷
な
女
学

校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
終
戦
後
、

昭
和
二
十
三
年
の
学
制
改
革
に
よ

り
男
女
共
学
が
始
ま
り
県
立
新
津

高
等
学
校
と
改
称
し
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

昨
年
、
依
頼
を
受
け
て
「
乙
女

た
ち
の
目
覚
め
・
新
し
い
女
た
ち

の
時
代
。
新
津
高
等
女
学
校
」
の

講
座
を
持
ち
ま
し
た
。
講
座
の
中

で
校
門
前
の
時
計
台
座
の
校
歌
の

一
節
「
学
ぶ
は
高
き
人
の
道
」
に

触
れ
ま
し
た
。
講
座
終
了
後
、
期

せ
ず
し
て
受
講
さ
れ
た
卒
業
生
か

ら
新
津
高
等
女
学
校
の
校
歌
を
聞

か
せ
頂
く
こ
と
に
な
り
九
十
才
を

超
え
る
方
々
が
生
き
い
き
と
歌
わ

れ
る
姿
に
深
い
感
銘
を
お
ぼ
え
ま

し
た
。

　

講
座
の
た
め
に
卒
業
生
の
話
を

聞
き
、
一
期
生
の
ご
遺
族
の
お
宅

を
訪
問
し
て
卒
業
ア
ル
バ
ム
等
の

遺
品
を
拝
見
し
話
を
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
百
年
弱
の
時
空
を
超

え
今
で
も
色
あ
せ
な
い
思
い
出
と

新
津
高
等
女
学
校
を
学
び
舎
と
し

た
誇
り
を
感
じ
る
時
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

大
正
十
年
、
新
津
高
等
女
学
校

入
学
一
期
生
五
十
二
名
は
四
年
後

に
四
十
六
名
の
卒
業
生
と
な
り
ま

し
た
。
五
泉
か
ら
の
通
学
者
五
名

の
親
た
ち
は
困
難
を
乗
り
越
え
卒

業
で
き
た
こ
と
は
多
く
の
人
た
ち

の
助
力
に
よ
る
も
の
と
し
て
感
謝

の
思
い
を
桜
に
込
め
て
苗
木
を
贈

り
ま
し
た
。
そ
の
桜
の
苗
木
は
百

年
と
い
う
時
間
を
経
て
大
き
く
成

長
し
東
門
に
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
感
謝
の

思
い
と
学
ぶ
は
高
き
人
の
道
と
歌

　

今
年
で
六
十
七
歳
に
な
り
ま
す
。

新
津
高
校
卒
業
後
は
明
治
大
学
に

進
学
し
、
同
大
学
院
で
組
織
心
理

学
を
学
ん
だ
後
、
旧
労
働
省
の
雇

用
職
業
総
合
研
究
所
研
究
員
並
び

に
短
大
講
師
（
経
営
学
）
と
し
て

社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
最
大
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
主
任
研
究

員
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
主
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
企
業
の
組
織
活
性
化

に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
創

造
性
開
発
の
世
界
的
機
関
で
あ
る

ア

メ

リ

カ

のC
enter F

or 
C

reative L
ead

ersh
ip

に

派
遣
さ
れ
、
創
造
性
開
発
の
ト

レ
ー
ナ
ー
資
格
を
取
得
後
、
開
発

責
任
者
と
し
て
約
六
〇
〇
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
を
手
が
け
る
と
と
も

に
専
門
誌
『
人
材
教
育
』
の
創
刊

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
手
新
聞
社
グ
ル
ー

プ
の
リ
サ
ー
チ
部
門
の
ス
カ
ウ
ト

を
受
け
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
一
三
三
社
の
企

業
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
組
織
活
性

化
に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

日
経
広
告
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
講
師

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
担
当
す

る
と
と
も
に
、
専
門
誌
『
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
』
の

編
集
委
員
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
大
手
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
企
業
に
迎
え
ら
れ
、
採
用
・

教
育
・
営
業
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、

六

〇

〇

名

の

新

卒

採

用

と

一
万
七
千
人
の
社
員
の
意
識
改
革

と
売
上
高
一
兆
円
を
実
現
し
た
と

こ
ろ
で
独
立
し
、
人
間
力
総
研
株

式
会
社
を
立
ち
上
げ
て
十
年
に
な

り
ま
す
。
現
在
、
民
間
企
業
を
対

象
に
、
人
と
組
織
の
成
長
を
目
的

と
し
た
人
間
力
研
修
や
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
を
手
掛
け
る
一

方
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
を
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
ド
ラ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
の

著
書
『
徹
底
的
に
か
み
く
だ
い
た

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
「
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
』

を
出
版
し
、
今
年
、
重
版
を
記
念

し
てT

S
U
T
A
Y
A

さ
ん
で
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
＆
サ
イ
ン
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と

は
、
今
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て

い
る
オ
ラ
ン
ダ
発
の
自
主
経
営
組

織
の
テ
ィ
ー
ル
組
織
を
日
本
の
企

業
、
で
き
れ
ば
、
新
津
高
校
の
卒

業
生
が
経
営
す
る
新
潟
の
企
業
で

実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
準

備
と
し
て
五
月
に
オ
ラ
ン
ダ
に
視

察
に
行
き
ま
す
。
挑
戦
の
人
生
は
、

ま
さ
に
今
こ
こ
か
ら
で
す
。
新
津

高
校
万
歳
！

（
東
京
都
在
住
）

第
二
十
四
回
卒　
　
　
　

昭
和
四
十
七
年

　

昭
和
五
十
一
年
に
卒
業
以
来

四
十
四
年
が
経
過
し
て
長
年
勤
め

た
会
社
を
定
年
退
職
後
、
実
家
の

阿
賀
町
で
老
老
介
護
を
し
て
い
ま

す
。
介
護
認
定
や
障
害
者
申
請

等
、
不
慣
れ
な
事
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
東
蒲
原
支
部
の
お
元
気
な

諸
先
輩
や
同
級
生
に
お
会
い
す
る

度
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
ブ
ナ
の
原
生
林
や

雪
椿
な
ど
の
阿
賀
町
の
自
然
、
花

鳥
風
月
に
は
心
が
洗
わ
れ
る
思
い

が
し
て
い
ま
す
。

　

在
学
中
三
年
間
、
木
造
校
舎
で

過
ご
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
今

も
よ
く
同
級
生
と
そ
の
時
の
こ
と

を
話
し
て
い
ま
す
。
桑
原
先
生
の

日
本
史
や
北
村
先
生
の
世
界
史
の

授
業
を
興
味
深
く
拝
聴
し
て
い

て
、
ま
た
新
津
高
校
九
十
周
年
の

際
に
は
『
千
の
風
に
な
っ
て
』『
万

葉
恋
歌
』
を
作
曲
し
た
新
潟
市
出

身
の
新
井
満
さ
ん
の
講
演
を
お
聞

　

県
庁
秋
葉
会
は
、
新
潟
県
庁
に

勤
務
す
る
職
員
で
構
成
す
る
新
津

高
校
同
窓
会
で
す
。
現
役
職
員
の

み
な
ら
ず
、
新
津
高
校
卒
業
生
の

現
・
元
県
議
会
議
員
や
Ｏ
Ｂ
職
員

も
顧
問
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
毎
年
、
会
合
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
会
員
は
、
行
政
職
員
に
加

え
、
警
察
職
員
や
県
立
病
院
職
員

な
ど
広
範
に
わ
た
り
、
現
在
、
そ

の
数
は
約
四
〇
〇
名
に
も
上
り
ま

す
。

　

そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と

…
　

県
庁
で
は
、
毎
年
、
新
年
度
予

算
を
審
議
す
る
二
月
定
例
県
議
会

の
開
催
初
日
を
中
心
に
、
「
群
人

会
」
と
称
す
る
会
合
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
「
群
人
会
」
と
は
、
例

え
ば
、
お
け
さ
会
（
佐
渡
出
身
者
）

や
妙
高
会
（
上
越
出
身
者
）
な
ど

で
す
が
、
県
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
出
身
者
が
集
ま
っ
て
親
睦
を
深

め
る
会
の
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
津
高
校
卒
業
生

の
多
く
は
、
旧
・
新
潟
市
近
郊
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
参
加
で

き
る
「
群
人
会
」
が
な
く
、
ま
た

高
校
の
同
窓
会
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
周
り
の
職
員
が
そ
の
日
に

そ
そ
く
さ
と
出
か
け
る
姿
を
見
て

「
寂
し
い
」
思
い
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
こ
の
た
め
、
先
輩
方
が

相
談
し
て
今
の
県
庁
秋
葉
会
が
結

成
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

今
年
は
、
二
月
十
七
日
に
、
顧

問
の
皆
さ
ん
を
含
め
三
十
名
以
上

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
高
橋
、

目
黒
、
澤
野
元
・
現
県
議
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
終
盤
に
は
横

山
顧
問
の
発
声
に
よ
り
全
員
で
校

歌
を
合
唱
、
エ
ー
ル
で
会
が
お
開

き
と
な
り
、
翌
年
の
再
会
を
誓
い

合
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
近
況
報
告
や
情
報
交

換
な
ど
大
い
に
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。
同
窓
と
い
っ
て
も
、
職
場

も
年
代
も
違
う
職
員
同
士
で
す

が
、
共
通
す
る
担
任
の
先
生
の
話

な
ど
で
一
気
の
距
離
が
縮
ま
っ
た

り
、
こ
の
場
で
知
己
を
得
て
仕
事

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
も
あ
っ

た
と
か
、
な
か
っ
た
と
か
…
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
同
窓
会

報
を
ご
覧
に
な
っ
た
新
潟
県
庁
職

員
の
皆
さ
ん
、
来
年
以
降
の
県
庁

秋
葉
会
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
新
潟
市
在
住
）

第
二
十
八
回
卒　
　
　
　

昭
和
五
十
一
年

　

新
津
高
校
卒
業
か
ら
三
十
四

年
。
大
学
卒
業
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
し
て
会
社
員
生
活
三
十
年
、
ご

く
ご
く
平
凡
な
兼
業
主
婦
で
す

が
、
人
生
の
折
返
し
を
過
ぎ
、
子

育
て
も
間
も
な
く
終
え
よ
う
か
と

い
う
今
、
秋
葉
の
丘
で
の
三
年
間

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

勉
学
へ
の
取
組
み
は
「
そ
こ
そ

こ
」
、
ア
ホ
な
こ
と
ば
か
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
三
年
間
真
剣
に
取

組
ん
だ
の
は
部
活
動
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
し
た
。

　

佐
々
木
俊
二
先
生
の
厳
し
く
も

愛
の
あ
る
ご
指
導
の
下
、
土
日
は

も
ち
ろ
ん
、
夏
・
冬
・
春
の
長
期

休
暇
も
バ
レ
ー
三
昧
の
日
々
。
合

宿
中
な
ど
、
夢
の
中
で
も
バ
レ
ー

を
し
て
「
つ
ち
！
つ
ち
！
（
我
ら

の
キ
ャ
プ
テ
ン
）
ト
ー
ス
�
」
と

寝
言
を
言
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　

と
に
か
く
、
第
一
体
育
館
を
走

り
、
転
げ
ま
わ
る
毎
日
で
し
た
。

問
題
が
起
こ
っ
て
は
、
一
体
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
体
育
座
り
で
車

座
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

自
分
勝
手
で
思
い
や
り
に
欠

け
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
向
か
な
い

私
が
、
そ
れ
で
も
三
年
間
続
け
ら

れ
た
の
は
、
そ
ん
な
私
を
受
容

れ
、
一
緒
に
汗
を
流
し
、
笑
い
泣

い
た
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。

　

苦
し
い
場
面
で
も
「
も
う
少
し

頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と
思
え
る
の

は
、
部
活
動
を
最
後
ま
で
や
り
切

れ
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

志
望
校
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
私

は
、
三
年
時
担
任
の
本
間
巌
先
生

か
ら
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
先
生
の
助
言
で
進
学
し
た

大
学
で
は
、
す
ば
ら
し
い
友
人
と

大
い
に
興
味
の
持
て
る
授
業
に
出

会
い
ま
し
た
。
よ
い
「
縁
」
を
繋

　

平
成
十
二
年
度
卒
業
の
同
級
生

の
皆
さ
ん
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
部
の

み
ん
な
元
気
に
し
て
ま
す
か
？
こ

の
度
、
縁
あ
っ
て
こ
の
同
窓
会
誌

に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と

な
り
、
緊
張
と
懐
か
し
さ
の
中
で

筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
進
学
し

た
國
學
院
大
學
で
も
四
年
間
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属
、
四
年
次
に
は
指

導
者
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
新

潟
に
舞
い
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

普
段
は
公
務
員
と
し
て
勤
め
な
が

ら
、
休
日
は
鳥
屋
野
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
と
い
う
新
潟
市
内
の
小
学
生

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し
て
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
今
年
は
県

大
会
ま
で
進
ん
で
、
参
加
総
数

一
一
八
チ
ー
ム
中
十
三
位
で
し
た
！
）

　

コ
ー
チ
生
活
も
長
く
な
り
、
現

役
時
代
が
懐
か
し
く
感
じ
る
年
齢

に
な
り
ま
し
た
が
、
新
津
高
校
で

み
ん
な
と
汗
を
流
し
た
あ
の
時
間

の
お
か
げ
で
、
今
も
サ
ッ
カ
ー
が

大
好
き
で
す
。
そ
の
ほ
ん
の
少
し

で
も
子
供
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
ら
と
い
う
思
い
で
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
壁
に
当

た
っ
て
、
乗
り
越
え
て
い
く
子
供

た
ち
に
毎
度
感
動
さ
せ
ら
れ
、
私

の
方
が
「
サ
ッ
カ
ー
っ
て
楽
し
い

よ
」
と
教
わ
っ
て
い
る
感
覚
で
す
。

　

同
級
生
の
皆
さ
ん
も
、
職
場
で

は
中
堅
ど
こ
ろ
と
し
て
後
輩
の

「
指
導
」
に
当
た
り
、
家
で
は
親

と
し
て
「
育
児
・
教
育
」
に
奮
闘

中
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
じ
指

導
者
仲
間
の
み
ん
な
に
、
マ
ン
ガ

「
宇
宙
兄
弟
」
か
ら
抜
き
出
し
た

一
文
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
文
末

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
上
手
く
な
く
て
も
い
い
し
、

間
違
っ
て
も
い
い
の
よ
。
ま
ず
は

音
を
出
し
て
。
音
を
出
さ
な
き
ゃ

音
楽
は
始
ま
ら
な
い
の
よ
」
…
…

お
手
本
の
よ
う
な
素
敵
な
指
導
者

で
す
！

（
新
潟
市
在
住
）

第
五
十
二
回
卒　
　
　
　

平
成
十
二
年

　

初
め
ま
し
て
。
二
〇
一
三
年
卒

業
生
の
井
上
綾
夏
で
す
。
獨
協
大

学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
を

卒
業
し
、
地
元
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟
総

合
テ
レ
ビ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
入
社
し
ま
し
た
。

　

新
潟
の
長
寿
番
組
の
ス
マ
イ
ル

わ
れ
た
人
生
の
応
援
歌
と
し
て
、

共
に
こ
こ
に
学
ん
だ
人
達
の
学
び

舎
の
原
風
景
と
し
て
い
つ
ま
で
も

咲
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
新
潟
市
在
住
）

第
十
七
回
卒　
　
　
　

昭
和
四
十
年

き
し
て
日
本
人
の
心
の
故
郷
『
万

葉
集
』
を
よ
く
読
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
万
葉
集
が
綴
ら
れ
た
時

代
は
天
変
地
異
が
相
次
ぎ
現
代
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
と
思

い
を
馳
せ
こ
の
度
『
万
葉
の
調

べ
』
と
い
う
書
籍
を
執
筆
出
版
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

介
護
の
傍
ら
不
安
も
有
り
ま
し

た
が
何
と
か
体
裁
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
、
書
籍
出
版
を
通
じ
て
新

た
に
多
く
の
方
々
と
誼
を
交
わ
す

機
会
も
増
え
と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
小
説
を
書
く
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
少
し
ず
つ
勉
強
し

よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
が
小
説

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
す
ら
す
ら
と
筆
を
走
ら
せ
る

時
と
全
く
筆
が
進
ま
な
い
時
が
有

り
不
思
議
な
心
持
ち
を
体
験
し
て

お
り
ま
す
が
そ
ん
な
時
は
温
故
知

新
と
思
い
を
新
た
に
第
二
の
人
生

を
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
総
会
の
校
歌
斉
唱
の
際

に
は
涙
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
老

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
新
津
高

校
並
び
に
同
窓
会
の
ご
発
展
を
心

よ
り
ご
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
阿
賀
町
在
住
）

第
二
十
八
回
卒　
　
　
　

昭
和
五
十
一
年

ス
タ
ジ
ア
ム
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

の
ほ
か
報
道
で
記
者
と
し
て
取
材

か
ら
原
稿
作
成
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
担
当
す
る
な
ど
幅
広
く
経
験
を

積
み
、
こ
と
し
の
春
か
ら
は
東
京

を
拠
点
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

環
境
は
違
え
ど
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
司
会
や
リ
ポ
ー
ト
な
ど
に
邁

進
す
る
日
々
で
す
。

　

休
み
の
日
は
去
年
か
ら
始
め
た

ゴ
ル
フ
、
ヨ
ガ
を
し
て
す
ご
し
て

い
ま
す
。
ヨ
ガ
は
趣
味
と
し
て
だ

け
で
な
く
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
取
得
に
向
け
勉
強
中

で
す
。

　

さ
て
新
津
高
校
を
卒
業
し
て
七

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
昨
年
新
津

高
校
に
久
し
ぶ
り
に
行
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
僭
越
な
が
ら
新
津

高
校
文
化
講
演
会
で
講
師
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

社
会
人
三
年
目
の
私
が
話
せ
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
「
夢

を
み
つ
け
た
瞬
間
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
、
高
校
生
の
頃
の
私
は

夢
が
無
く
進
路
に
悩
ん
だ
こ
と
や

大
学
に
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
す
る
中
で
夢
を
み
つ
け
た
こ
と

な
ど
を
お
話
し
ま
し
た
。

真
剣
に
耳
を
か
た
む
け
て
く
れ
る

生
徒
た
ち
の
目
の
輝
き
が
と
っ
て

も
ま
ぶ
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
質
問
の
時
間
を
設
け
る

と
学
年
を
問
わ
ず
挙
手
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

な
り
た
い
が
、
ど
う
す
れ
ば
滑
舌

が
よ
く
な
り
ま
す
か
？
」
と
あ
る

男
性
生
徒
か
ら
の
質
問
。
正
直

と
っ
て
も
驚
き
ま
し
た
。
若
者
の

テ
レ
ビ
離
れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
中

で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
職
業
に

興
味
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

私
の
講
演
で
少
し
で
も
将
来
に
つ

い
て
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
く
れ
て
い

た
ら
幸
い
で
す
。

　

仕
事
柄
、
人
に
お
話
を
聞
く
こ

と
が
あ
っ
て
も
人
前
で
自
分
の
話

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
で

全
校
生
徒
を
前
に
す
る
と
生
放
送

と
は
ま
た
違
う
緊
張
感
を
味
わ
う

こ
と
が
出
来
、
私
に
と
っ
て
も
い

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
し

て
か
ら
も
母
校
に
携
わ
れ
る
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。
新
津
高
校

一
〇
〇
周
年
に
む
け
て
私
も
自
己

研
鑽
を
積
み
新
津
高
校
と
共
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
東
京
都
在
住
）

第
六
十
五
回
卒　
　
　
　

平
成
二
十
五
年

い
で
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

個
性
的
で
様
々
な
価
値
観
を
持

つ
人
た
ち
と
の
出
会
い
で
、
窮
屈

な
価
値
基
準
を
手
放
し
世
界
は
少

し
ず
つ
広
が
り
、
規
則
で
押
さ
え

つ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
学
校
生

活
を
通
し
て
、
自
分
で
考
え
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　

大
人
に
な
る
手
前
の
不
確
か
な

年
頃
に
新
津
高
校
で
過
ご
し
た
時

間
、
様
々
な
経
験
と
出
会
い
は
、

私
に
と
っ
て
二
つ
と
な
い
宝
物
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
今
、
前
を
向

く
た
め
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
津
高
校
が
、
そ

ん
な
宝
物
と
出
会
え
る
場
所
で
あ

り
続
け
ま
す
よ
う
に
。

（
五
泉
市
在
住
）

第
三
十
八
回
卒　
　
　
　

昭
和
六
十
一
年
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新津高等学校創立100周年記念事業祝

（1）電子黒板更新・整備

　　令和３年夏

（2）記念誌発行

　　令和３年11月６日

（3）記念式典

　　日　時：令和３年１１月６日(土)

　　　　　　９：１５～１０：００

　　会　場：新津高等学校　第一体育館

記念式典・記念講演会・記念祝賀会への参加方法につきましては来年度の

同窓会報（第４７号）に記載します。

（1）募金目標額　　２，０００万円

（2）募 金 期 間　　令和２年５月より令和３年９月末日まで

（3）募　金　額　　１口　５，０００円（できるだけ複数口でお願いします）

・５，０００円以上募金をしていただいた方に記念誌を贈呈いたし

ます。

・募金を頂いた方、並びに企業のご芳名を記念誌に記載させて

いただく予定です。

・記念誌へのご芳名は募金額により下記にて大きさがことなり

ます。

〔記念誌芳名並びに企業名掲載スペース〕

募金額　３万円未満　　　　　　　１行（15ポイント）

　　　　３万円以上５万円未満　　名刺サイズ

　　　　５万円以上　　　　　　　Ａ４版　1/4サイズ

（4）納 入 方 法　　・同封の郵便局・ゆうちょ銀行専用払込取扱票にてお振込み

　　　　　　　　　 ください。

　　　　　　　　　・払込の受領証をもって募金の領収に代えさせていただきます。

（5）そ　の　他　　類似の募金活動にご注意ください。

（4）記念講演会

　　時　間：１０：１５～１１：４５

　　会　場：新津高等学校　第一体育館

（5）記念祝賀会

　　時　間：１４：００～１６：４５

　　会　場：新潟東映ホテル

（6）同窓会ホームページ開設

　　令和２年４月より配信

事 業 内 容

参 加 方 法

募金について

新
潟
県
立
新
津
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業

募 

金 

趣 

意 

書

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
盛
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
潟
県
立
新
津
高
等
学
校
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
に
新
潟
県
立
新
津
高
等
女
学
校

と
し
て
開
校
以
来
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
に
記
念
す
べ
き
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
学
窓
を
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
三
万
五
千
名
余
と
な
り
、
地
元
を
は
じ
め
全
国
各
地
、

世
界
各
地
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導

と
ご
支
援
の
賜
と
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
在
校
生
も
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
日
々
勉
学
や
部
活
動
等
に
一
生
懸
命
励
ん
で

お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
節
目
の
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
同
窓
会
、
秋
陵
会
、
親
師
会
、
学
校
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
母
校
の
歴
史
を
祝
う
と

と
も
に
今
後
の
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
、
左
記
記
念
事
業
を
計
画
・
推
進
す
る
こ

と
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
ク
ラ
ス
の
電
子
黒
板
及
び
そ
の
関
連
機
器
の
更
新
・
整
備
を
メ
ー
ン
事
業
と
位

置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
な
に
と
ぞ
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
、
ご
理
解
を
頂
き
、
計
画
し
た
記
念
事
業
が
着
実

に
推
進
で
き
ま
す
よ
う
、
特
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

令
和
二
年
五
月
吉
日

新
潟
県
立
新
津
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　

実
行
委
員
会
会
長
（
同
窓
会
長
・
秋
陵
会
長
）　
　

石　

川　

幸　

夫

　
　

実
行
委
員
会
副
会
長
（
秋
陵
会
副
会
長
）　
　
　
　

阿　

部　

周　

夫

　
　

実
行
委
員
会
副
会
長
（
親
師
会
長
）　
　
　
　
　
　

川　

上　
　
　

洋

　
　

実
行
委
員
会
副
会
長
（
校
長
）　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　
　
　

剛

　
　
　
　
　
　
　

記

　

一　

主
な
記
念
事
業
・
記
念
行
事

　
　
　

① 

電
子
黒
板
更
新
・
整
備　
　
　

令
和
三
年
夏

　
　
　

② 

記
念
誌
発
行　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）

　
　
　

③ 

記
念
式
典　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
前 

九
時
十
五
分
よ
り　

新
津
高
校
第
一
体
育
館

　
　
　

④ 

記
念
講
演
会　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
前 

十
時
十
五
分
よ
り　

新
津
高
校
第
一
体
育
館

　
　
　

⑤ 

記
念
祝
賀
会　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
二
時
よ
り　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

　
　
　

⑥ 

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設　

令
和
二
年
四
月

　

二　

募
金
目
標
額　

二
〇
〇
〇
万
円　
　

 　

　

三　

募
金
期
間　
　

令
和
二
年
五
月
よ
り
令
和
三
年
九
月
末
日
ま
で

　

四　

募 

金 

額　
　

一
口　

五
千
円
（
で
き
る
だ
け
複
数
口
で
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
五
千
円
以
上
募
金
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
記
念
誌
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
募
金
を
頂
い
た
方
、
並
び
に
企
業
の
ご
芳
名
を
記
念
誌
に
掲
載
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
記
念
誌
へ
の
ご
芳
名
は
募
金
額
に
よ
り
大
き
さ
が
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
き
さ
に
つ
い
て
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
い
）　

五　

納
入
方
法

　

・
同
封
の
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
専
用
払
込
取
扱
票
に
て
お
振
込
み
く
だ
さ
い

　

・
大
変
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
払
込
み
の
受
領
証
を
も
っ
て
募
金
の
領
収
に
代
え
さ
せ
て
い
た

　
　

だ
き
ま
す

六　

参
加
方
法

　

・
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、
記
念
祝
賀
会
へ
の
参
加
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度
の
同
窓
会

　
　

報
（
四
十
七
号
）
に
記
載
し
ま
す

七　

お
問
い
合
せ
・
連
絡
先

　
　
　

新
潟
県
立
新
津
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

新
潟
県
立
新
津
高
等
学
校　

電
話

：

〇
二
五
〇-

二
二-

一
九
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当

：

永
井
啓
介
・
本
間
健
一
・
増
井　

治
・
古
澤
厚
子

１００周年を記念して
新津高校の制服が変わります。



支

部

だ

よ

り

支

部

だ

よ

り

支

部

だ

よ

り
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支
部
長　

芹　

澤　

一　

夫

支
部
長　

安　

中　
　
　

守

支
部
長　

上　

田　

茂　

樹

支
部
長　

坂　

井　

政　

博

支
部
長　

石　

月　
　
　

仁

　

新
津
高
校
同
窓
会
員
並
び

に
新
潟
支
部
会
員
の
皆
様
、

お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
皆
様
の
同
窓
会

へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
昨
年
は
、
当
支
部
主

管
に
よ
る
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
に
際
し
多
く
の
方
々
か

ら
ご
参
加
頂
き
無
事
に
終
了

で
き
ま
し
た
。
関
係
さ
れ
た

全
て
の
方
に
心
よ
り
御
礼
申

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
五
十
六
年

ぶ
り
と
な
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
予
定
で
し
た

が
、
世
界
的
な
突
然
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
一
年
の
延
期
が
決
ま
り
、

大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い
収
束
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

◎
昨
年
度
の
支
部
活
動

　

各
支
部
と
も
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
当
支
部

も
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
は

会
員
の
拡
大
と
若
返
り
を
年

度
目
標
に
掲
げ
て
活
動
を
進

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
員

の
拡
大
と
併
せ
て
年
会
費
の

徴
収
に
も
力
を
傾
注
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
五
名
の
方

か
ら
新
潟
支
部
の
新
規
会
員

と
な
っ
て
頂
き
、
年
会
費
に

つ
い
て
も
七
万
円
余
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か

前
学
校
長
の
志
田
重
道
さ
ん

か
ら
も
新
潟
支
部
の
新
規
会

員
に
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
規
会
員
並
び
に
年
会
費
納

入
の
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼

申
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

若
い
皆
様
の
時
代
で
す
の
で
、

同
窓
会
並
び
に
支
部
同
窓
会

の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
今
年
度
の
支
部
活
動

　

今
年
は
、
二
年
に
一
度
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
新

潟
支
部
総
会
開
催
の
年
で
あ

り
ま
す
。
開
催
日
は
十
一
月

中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
支
部
会
員
の
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
役
員
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
新
潟
支
部
の
会
員

を
対
象
に
初
め
て
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
二
回
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
八
名
、
九

名
と
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
「
会
員
相
互
の

親
睦
」
に
繋
が
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
引

続
き
二
回
の
コ
ン
ペ
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
支
部
活
動
は
、
新

潟
支
部
総
会
の
開
催
が
メ
イ

ン
活
動
と
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
「
会
員

相
互
の
親
睦
」
と
「
母
校
の

発
展
」
に
つ
な
が
る
活
動
を

計
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
の

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
同
窓
会
ホ
ー
ム

　

今
年
の
冬
は
例
年
の
よ
う

な
雪
化
粧
が
少
な
く
、
記
録

的
な
暖
冬
小
雪
で
、
穏
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
町
営
の
「
三

川
・
温
泉
ス
キ
ー
場
」
は
こ

の
影
響
で
、
積
雪
が
少
な
く

営
業
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
営
業
の
断
念
は
平

成
十
八
年
度
以
来
三
回
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

東
蒲
原
支
部
会
員
は
同
窓

会
名
簿
に
よ
る
と
、
阿
賀
町

に
在
住
し
て
い
る
皆
様
は
百

三
十
名
余
り
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
転
入

さ
れ
て
来
た
方
な
ど
が
い
ま

す
。
新
潟
県
立
新
津
高
等
学

校
同
窓
会
百
周
年
を
記
念
し

て
同
窓
会
名
簿
が
、
五
年
ぶ

り
に
令
和
二
年
五
月
下
旬
に

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
い

に
活
用
し
て
支
部
会
員
を
拡

大
し
て
い
く
と
と
も
に
、
支

部
活
動
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
同
窓
会
総
会
新
潟

大
会
に
は
、
東
蒲
原
支
部
と

し
て
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

東
蒲
原
支
部
が
発
足
し
て

二
十
四
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
昨
年
の
支
部
活
動
と
し

て
は
、
東
蒲
原
支
部
懇
談
会

を
八
月
二
十
三
日
、
き
り
ん

山
温
泉
の
「
古
澤
屋
」
で
開

催
し
、
十
一
名
が
参
加
し
て

楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
三
年
に
一
度
の
東

蒲
原
支
部
総
会
を
開
催
す
る

年
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
東

蒲
原
支
部
懇
談
会
と
と
も
に

八
月
下
旬
に
開
く
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
世
代
間

を
こ
え
て
交
流
と
親
睦
を
図

る
た
め
、
今
後
は
若
い
会
員

や
中
堅
会
員
、
女
性
会
員
な

ど
多
く
の
支
部
会
員
の
皆
様

か
ら
の
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
潟
県
立
新
津

高
等
学
校
が
大
正
十
年
に
創

立
さ
れ
て
以
来
、
令
和
三
年

に
記
念
す
べ
き
創
立
百
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
東
蒲
原
支
部
と
し

て
も
実
行
委
員
会
活
動
な
ど

に
協
力
し
て
、
記
念
事
業
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

母
校
の
応
援
と
支
部
会
員
相

互
の
絆
が
深
め
ら
れ
る
よ
う

支
部
活
動
の
輪
を
広
げ
、
活

性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
お
元
気
に
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
東
京
支
部
で

は
昨
年
五
月
、
品
川
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
十
五

回
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
石
川
会
長
、

渡
辺
校
長
、
高
津
恭
子
元
先

生
に
遠
路
ご
臨
席
を
賜
り
、

総
勢
九
十
四
名
の
出
席
と
な

り
ま
し
た
。
総
会
議
事
終
了

後
の
懇
親
会
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
端
唄
・
三
味
線
の

師
匠
を
し
て
い
る
同
窓
生
の

高
井
亜
古
さ
ん
（
三
十
期

生
）
の
唄
と
演
奏
を
楽
し
ん

だ
後
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に

郷
里
の
話
や
恩
師
・
友
人
の

話
等
に
花
が
咲
き
、
ま
た
懐

か
し
い
出
会
い
も
あ
っ
て
２

年
に
一
度
の
賑
や
か
な
宴
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一

月
に
は
恒
例
の
秋
季
ハ
イ
キ

ン
グ
を
実
施
し
、
〝
蔵
の
街

小
江
戸
〟
と
し
て
人
気
の
あ

　

同
窓
会
村
松
支
部
の
皆
さ

ん
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の

事
と
思
い
ま
す
。
令
和
二
年

の
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

二
〇
二
〇
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
言
え
ば
ム
ラ
マ
ツ
の
人

達
が
一
番
に
思
い
浮
か
べ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
『
加
藤
澤

男
』
さ
ん
で
し
ょ
う
。
二
回

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
八
個
の

金
メ
ダ
ル
を
含
め
、
合
計

十
二
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。
こ
の
記
録
は
今
だ

に
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
い
か
に
偉
大
だ
っ
た

か
、
た
だ
た
だ
誇
り
と
尊
敬

で
す
。
あ
れ
か
ら
四
十
年
余

り
、
日
本
の
選
手
の
健
闘
を

祈
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
少

子
化
が
進
む
今
、
私
た
ち
の

周
り
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
年
多
く
の
小
・
中
学

校
、
高
校
が
閉
校
し
た
り
、

募
集
削
減
な
ど
身
近
で
す
。

私
の
卒
業
し
た
小
学
校
も
中

学
校
も
今
は
も
う
あ
り
ま
せ

ん
。
と
て
も
寂
し
い
気
持
ち

で
す
が
少
し
う
れ
し
い
の
は

学
校
が
な
く
な
っ
て
も
校
庭

の
桜
は
今
で
も
春
に
な
る
と

満
開
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
桜
が

植
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
桜
は
手
入
れ
を
し

な
く
て
も
、
雪
で
枝
が
折
れ

て
も
た
く
さ
ん
の
花
を
つ
け

て
く
れ
ま
す
。
満
開
の
桜
を

見
る
と
幸
せ
に
な
り
ま
す
。

　

新
津
高
校
も
来
年
創
立
百

周
年
を
迎
え
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
母
校
が
繁
栄
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二

一
年
十
一
月
六
日
に
は
記
念

式
典
、
講
演
会
、
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

五
泉
地
域
、
新
津
高
等
学

校
同
窓
生
の
皆
様
お
元
気
で

御
活
躍
の
事
、
五
泉
支
部
同

窓
会
員
の
相
互
の
親
睦
を
含

め
、
異
業
種
同
士
の
情
報
交

換
な
ど
大
い
に
御
協
力
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
立
新
津
高
等
学

校
が
大
正
十
年
に
開
校
さ
れ

て
以
来
、
創
立
百
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

来
年
二
〇
二
一
年
十
一
月

に
百
周
年
記
念
式
典
及
び
祝

賀
会
の
開
催
が
決
定
さ
れ
、

記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
発

足
さ
れ
ま
し
た
。

　

①　

寄
付
金
事
業

　

②　

記
念
事
業

　

③　

記
念
行
事

　

④　

記
念
誌
事
業

　

⑤　

そ
の
他
必
要
な
事
業

の
組
織
が
準
備
に
入
り
ま
し

た
。

　

五
泉
支
部
の
皆
様
か
ら
①

の
事
業
の
お
手
伝
い
等
…
お

願
い
す
る
案
件
も
発
生
し
ま

す
。

　

そ
の
折
に
は
、
御
協
力
を

願
い
記
念
事
業
が
成
功
裡
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
五
泉
支
部
「
新
年

の
集
い
」
を
一
月
末
、
割
烹

「
文
福
」
に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

卒
九
回
生
～
四
十
九
回
生

（
平
成
五
年
）
ま
で
の
年
代

の
同
窓
生
の
参
加
で
懇
親
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

若
手
の
参
加
者
よ
り
、
同

年
代
の
人
達
か
ら
も
っ
と

も
っ
と
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

楽
し
い
会
を
！
開
催
し
よ
う

と
、
頼
り
に
な
る
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
五
泉
支
部
へ
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

　

各
支
部
か
ら
も
情
報
発
信

を
予
定
し
て
お
り
、
新
潟
支

部
総
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

詳
細
も
掲
載
予
定
で
す
の
で

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
同
窓
会
活
動
に
関

し
て
ご
提
案
等
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

る
川
越
を
散
策
い
た
し
ま
し

た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
見

所
、
食
べ
所
満
載
で
、
参
加

者
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
秋

の
壱
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
昨
年
の
総
会
で

は
、
そ
れ
ま
で
二
期
四
年
間

支
部
長
を
務
め
た
桂
さ
ん
が

勇
退
さ
れ
、
は
か
ら
ず
も
小

生
が
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
来
年
五
月
の
総
会
で
支

部
は
設
立
三
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
し
か
し
近
時
、
会
員

の
高
齢
化
が
進
展
す
る
一
方

新
規
会
員
の
加
入
が
進
ま

ず
、
会
員
数
は
ピ
ー
ク
時
の

約
六
〇
〇
名
か
ら
四
〇
〇
名

程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
を
維
持
し
次
世
代

に
繋
ぐ
た
め
に
も
、
会
員
数

の
確
保
と
支
部
運
営
の
中
核

を
担
う
運
営
委
員
の
確
保
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

た
に
支
部
に
加
入
い
た
だ
け

る
方
、
運
営
委
員
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
方
は
、
是
非
と

も
第
八
面
の
連
絡
先
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

役　　職 氏　　名
卒業
回数

郵便番号 住　　　　　　所 電話番号

新潟支部長 上田　茂樹 高18 950-2055
新潟県
新潟市西区寺尾上3-4-19

025
260－3744

五泉支部長 芹澤　一夫 高17 959-1865
新潟県
五泉市本町1-7-3

0250
42－0004

新発田支部長 井上　　雅 高19 957-0054
新潟県
新発田市本町4-5-7

0254
24－4547

東蒲原支部長 坂井　政博 高18 959-4606
新潟県
東蒲原郡阿賀町五十沢2070

0254
99－2021

役　　職 氏　　名
卒業
回数

郵便番号 住　　　　　　所 電話番号

村松支部長 安中　　守 高31 959-1733
新潟県
五泉市安出12-1

0250
58－8019

東京支部長 石月　　仁 高18 216-0006
神奈川県
川崎市宮前区宮前平2-5-38

044
852－2766

事　務　局 校 内 幹 事 956-0832
新潟県　新潟市
秋葉区秋葉1-19-1　新津高校内

0250
22－1920㈹



　新津高等学校同窓会は、新入会員の入会金とこの会報の発行協力金で運営、活動をしております。

　近年、学級数の減少（新入会員の減少）に加え、協力金も減少傾向にあり、同窓会の活動に影響が出てきそうな状況になってまいりました。事務

活動の工夫節約では限界もあり、同窓会員のみなさまには、なにとぞ事情をご賢察いただき、同封の振込用紙で発行協力金をお納めいただきたくお

願い申し上げます。お知り合いの方にもお声を掛け合って、ご協力いただければありがたいと存じます。　　　新潟県立新津高等学校同窓会事務局

Ⅱ  支 出 の 部

協力金の
お願い

青野　寛一 坂爪　一郎

同　　　窓　　　会　　　報（7）第 46 号 令和２年４月 30 日

　

令
和
元
年
度
の
新
津
高
等

学
校
同
窓
会
総
会
は
、
新
潟

支
部
主
管
に
よ
り
六
月
十
六

日
（
日
）
、
新
潟
市
内
の
ホ

テ
ル
で
来
賓
の
方
々
を
含
め

ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
名
の
参
加

者
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
天
候
に
は
恵

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無

事
に
総
会
、
懇
親
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
ご
参
加
頂
い

た
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、

本
紙
面
を
お
借
り
し
改
め
て

御
礼
申
上
げ
ま
す
。
懇
親
会

に
お
け
る
歌
謡
シ
ョ
ー
や
ビ

ン
ゴ
抽
選
会
に
関
し
ま
し
て

は
、
五
泉
支
部
、
石
川
会
長

並
び
に
本
部
事
務
局
の
皆
様

か
ら
は
特
段
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
ま
し
て
も
、

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

新
潟
支
部
長　

上　

田　

茂　

樹

令和元年度  一般会計決算書（案）

令和元年度  基本財産決算書

令和２年度  基本財産予算書（案）

令和２年度  同窓会活動計画

【令和元年度活動報告については　紙面の都合上割愛させていただきます。】

令和２年度  一般会計予算書（案）
（自  平成31年４月１日 ～ 至  令和２年３月31日）

（自  平成31年４月１日 ～ 至  令和元年３月31日）

（自  令和２年４月１日 ～ 至  令和３年３月31日）

（自  令和２年４月１日 ～ 至  令和３年３月31日）

Ⅰ  収 入 の 部

Ⅰ  収 入 の 部

Ⅰ  収 入 の 部

Ⅰ  収 入 の 部

Ⅱ  支 出 の 部

Ⅱ  支 出 の 部

Ⅱ  支 出 の 部

Ⅲ  次年度への繰越金

Ⅲ  次年度への繰越金

△：減（単位：円）

△：減（単位：円）

△：減（単位：円）

△：減（単位：円）

項　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１ 繰　 越 　金 1,776,411 1,776,411 0 前年度繰越金

２ 会　　　　費 822,000 816,000 △ 6,000 3,000円×272人

３ 発 行 協 力 費 1,000,000 880,403 △ 119,597

４ 雑　 収 　入 0 11 11 利息
合　　　　計 3,598,411 3,472,825 △ 125,586

項　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１ 繰　 越 　金 3,014,348 3,014,348 0 前年度より

２ 会　　　　費 200,000 200,000 0 一般会計より

３ 雑　 収 　入 0 25 25
合　　　　計 3,214,348 3,214,373 25

項　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
１ 繰　 越 　金 3,214,373 3,014,348 200,025 前年度より

２ 会　　　　費 200,000 200,000 0 一般会計より

３ 雑　 収 　入 0 0 0
合　　　　計 3,414,373 3,214,348 200,025

項　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考
１ 記 念 事 業 費 0 0 0

２ 雑　　　　費 0 0 0
合　　　　計 0 0 0

項　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
１ 記 念 事 業 費 3,000,000 0 3,000,000 100周年記念事業

２ 雑　　　　費 0 0 0
合　　　　計 3,000,000 0 3,000,000

項　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
１ 繰　 越 　金 1,963,140 1,776,411 186,729 前年度繰越金

２ 会　　　　費 747,000 822,000 △ 75,000 3,000円×249人

３ 発 行 協 力 費 2,600,000 1,000,000 1,600,000

４ 雑　 収 　入 0 0 0
合　　　　計 5,310,140 3,598,411 1,711,729

項　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　　考

１ 基 本 財 産 200,000 200,000 0 基本財産へ繰入れ

２ 会　 議 　費 400,000 283,013 △ 116,987

　　 同　窓　会 400,000 279,502 △ 120,498 総会、運営委員会等

　　 100  周 年 0 3,511 3,511 ＊令和２年度100周年会計より返済予定

３ 事　 業 　費 1,300,000 861,544 △ 438,456

　 　会報発行費 1,000,000 613,704 △ 386,296

　 　生徒激励費 100,000 60,000 △ 40,000

　 　記 念 品 費 140,000 127,840 △ 12,160 入会記念品（272名）

　 　支部助成費 60,000 60,000 0 ６支部へ

４ 事　 務 　費 200,000 23,438 △ 176,562

　 　通　信　費 60,000 15,841 △ 44,159 切手、葉書、送料

100周年通信費 0 7,597 7,597 ＊令和２年度100周年会計より返済予定

 　　旅　　　費 50,000 0 △ 50,000

 　　慶　弔　費 40,000 0 △ 40,000

 　　事　務　費 30,000 0 △ 30,000

 　　雑　　　費 20,000 0 △ 20,000

５ 予　 備 　費 1,298,411 0 △ 1,298,411

６ 秋 陵 会 費 100,000 100,000 0 秋陵会助成

７ そ　 の 　他 100,000 41,690 △ 58,310 ホームページ作成、新入会員名簿
合　　　計 3,598,411 1,509,685 △ 2,088,726

項　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考

１ 基 本 財 産 200,000 200,000 0 基本財産へ繰入れ

２ 会　 議 　費 300,000 400,000 △ 100,000 総会、運営委員会等

３ 事　 業 　費 4,490,000 1,300,000 3,190,000

　 　会報発行費 4,200,000 1,000,000 3,200,000 会員全員発送

　 　生徒激励費 100,000 100,000 0

　 　記 念 品 費 130,000 140,000 △ 10,000 入会記念品（249名）

　 　支部助成費 60,000 60,000 0 ６支部へ

４ 事　 務 　費 90,000 200,000 △ 110,000

　 　通　信　費 30,000 60,000 △ 30,000 切手、葉書、送料

 　　旅　　　費 20,000 50,000 △ 30,000 旅　費

 　　慶　弔　費 20,000 40,000 △ 20,000 餞別、お見舞等

 　　事　務　費 10,000 30,000 △ 20,000 事務用品、封筒他

 　　雑　　　費 10,000 20,000 △ 10,000

５ 予　 備 　費 80,140 1,298,411 △ 1,218,271

６ 秋 陵 会 費 100,000 100,000 0 秋陵会助成

７ そ　 の 　他 50,000 100,000 △ 50,000 ホームページ作成
合　　　計 5,310,140 3,598,411 1,711,729

3,472,825－1,509,685＝1,963,140円

3,214,373 － 0 ＝ 3,214,373円

監　査　報　告　書

　令和元年度新潟県立新津高等学校同窓会の決算について、関係帳簿、証拠書類等を

精査したところ、この会計処理はいずれも適正であることを認めます。

　　令和２年４月14日

会計監査 会計監査

日　付 活　動 備　　　考

　４月16日(木) 第１回運営委員会 新津高等学校大会議室

　４月30日(火) 同窓会報第46号発行
同窓会会員全員及びＨ30,Ｒ1年３月
卒業生に配布

　６月21日(日) 同窓会総会
主管：東蒲原支部
会場：「阿賀の里」　　

　11月28日(土) 第２回運営委員会 桝形屋

令和３年
　３月１日(月)

同窓会入会式
15時30分

新入会員予定者249名
記念品：卒業証書入れ

県大会より上位のブロック大会、全国大会（これに準じるものを含む）出場クラブに対
する激励補助　（個人２千円，団体１万円）

中止



同期・
同窓の集い

令和元年６月５日　新津高校商業科同級会（昭和３８年卒）
（咲花温泉 佐取館にて）

昭和45年３月卒（高校第22回）商業科　同窓会
（令和元年7月13日　桝形屋にて）

新津高校同窓会・五泉支部「新年の集い
（令和２年１月25日　割烹 文福にて）

昭和62年3月卒業（高校第39期）首都圏新年会
（令和２年1月18日　品川プリンスホテルにてにて）

サッカー部OB会
（令和元年６月29日　割烹 おぐまにて）

訃　報 心からご冥福をお祈り申し上げます

左近　博先生 在職期間　平成２年４月～平成13年４月

ご 逝 去　令和元年10月27日

佐藤基也先生 在職期間　平成25年４月～平成30年４月

ご 逝 去　令和元年６月23日

同　　　窓　　　会　　　報令和２年４月 30 日 第 46 号（8）

　

今
年
は
、
例
年
に
な
い
暖
冬
で
あ
り
、
新
津
地
区
に
雪
が
降
っ
た
の

も
わ
ず
か
数
回
で
、
ほ
ぼ
積
も
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校

の
中
庭
に
あ
る
梅
の
花
も
今
年
は
早
く
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
今
年
は

春
の
訪
れ
も
早
く
、
校
庭
や
秋
葉
山
の
桜
も
早
く
開
花
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
在
校
生
の
登
校
が
禁
止
さ

れ
、
授
業
や
部
活
動
も
中
止
に
な
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
各
種
大
会
も

中
止
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
卒
業
式
も
卒
業
生
と
保
護
者
の
み
に
変

更
に
な
っ
て
し
ま
い
、
学
校
活
動
も
様
々
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
百
周
年
も
あ
と
一
年
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
会
報
の
特
別
ペ
ー

ジ
で
も
百
周
年
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会
も
立
ち
上

が
り
、
周
年
行
事
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
百
周

年
に
向
け
て
の
募
金
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
新
津
高
校
の
次
の
百
年

に
向
け
て
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
し
い
年
号
に
な
り
、
平
和
で
明
る
い
良
き
時
代
に

な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
全
国
の
同
窓
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

お
陰
さ
ま
で
石
川
会
長
は
じ
め
各
支
部
長
の
皆
様
、
渡
辺
剛
校
長
先

生
並
び
に
校
内
幹
事
を
務
め
て
下
さ
る
先
生
方
の
お
力
添
え
と
、
全
国

各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
か
ら
の
投
稿
、
写
真
の
提
供
に
よ
り

同
窓
会
報
四
十
六
号
を
発
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
来
年
は
創
立
一
〇
〇
周
年
の
大
事
業
が
待
っ
て
い
ま

す
。
ご
寄
附
ご
協
力
の
お
願
い
や
記
念
事
業
講
演
会
、
記
念
誌
の
発
行

等
、
又
、
新
津
支
部
設
立
の
事
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
同
窓
会
の
お

知
ら
せ
が
見
ら
れ
る
事
な
ど
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
感
想
や
ご
要
望
な
ど
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

科
学
技
術
の
発
達
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
多
く
の

情
報
や
遠
く
離
れ
た
友
人
や
知
ら
な
い
人
と
も
、
瞬
時
に
交
流
出
来
る

大
変
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
人
と
の
触
れ
合
い
が
希
薄

に
な
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
情
報
が
本
当
な
の
か
ど
う
か
分
ら
な
い
お

か
し
な
状
況
か
ら
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
今
、
世
界

中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
混
乱
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
大
問
題
で
す

が
、
早
く
解
消
し
て
新
た
な
気
持
ち
で
一
〇
〇
周
年
を
お
祝
い
出
来
る

こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
編
集
長　

川
名
一
弘
）


